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(57)【要約】
【課題】　従来のスタンド型ヘアドライヤーは、ヘアド
ライヤーを単体では使用できない、使用時の高さ調節に
手間取る、ヘアドライヤー本体の電源コードの収納機能
に乏しく、コードが煩雑になりやすい等々の問題があっ
た。
【解決手段】　基台上に設置した上下支柱の摺動により
高さを調節し、上部支柱を、ヘアドライヤー本体を支柱
上部から挿入し載置できるように成形して、ヘアドライ
ヤーを着脱可能とした。また、電源コードにカールコー
ドを使用することで、ヘアドライヤー単体での使用時に
は支柱内からカールコードが伸び、使用後はヘアドライ
ヤー本体と共に、支柱内部にすっきりと収納されて、ス
タンドとヘアドライヤーが一体化されるようにした。そ
れにより、スタンド型ヘアドライヤーという家電製品と
しての必然性、存在感も出る。

【選択図】　図１



(2) JP 2017-202008 A 2017.11.16

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　基台と、
　　持ち手部を有し、前記持ち手部の下部にカールコードが設けられたヘアドライヤーと
　　、
　　前記基台の上面に直立して設けられた下部支柱と、
　　中空形状で、前記下部支柱の上端で勘合し上下摺動可能に設けられ、上端に前記ヘア
　ドライヤーの持ち手部の外形と略同一の持ち手部収納部が形成された上部支柱と、を有
　し、
　　前記ヘアドライヤーは、前記カールコードが伸びて前記上部支柱から離して使用でき
　、使用後は前記カールコードが縮んで前記上部支柱に収納されることを特徴とする着脱
　式スタンド型ヘアドライヤー。
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　                                                                          
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、着脱式スタンド型ヘアドライヤーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来からスタンドに取り付けてヘアドライヤーを使用するスタンド型ヘアドライヤーが
　　
知られている。この種のスタンド型ヘアドライヤーとして、カメラの固定に使用される三
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脚のような形状のスタンド上部にヘアドライヤーを取り付け、三脚それぞれの脚を引き出
　　
すことにより高低調整をし、固定して使用するものがあった（特許文献１）。
【０００３】
　また、スタンド本体の支柱側面に設けられた凸講に、ヘアドライヤーの持ち手部分側面
に設けられた凹講を嵌め込みスライドすることにより高低調整し、クリック機構の具備に
より固定を可能とし、そして、スタンド本体からヘアドライヤーを着脱可能とするととも
に、支柱部分が折り畳み式で、収納時にはコンパクトにすることができ、スタンド本体の
側面に全周にわたって電源コード収納溝が形成されていて、折り畳み時に電源コードを捲
回収納することができるものであった（特許文献２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－１１６６２５号　公報
【特許文献２】特開平０７－０００２２１号　　公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１記載のスタンド型ヘアドライヤーは、あくまでも固定式(据
置式)の機能に特化して、スタンド部分からヘアドライヤー本体を取り外すことが出来ず
、ヘアドライヤー単体での使用が出来ないもので、また、三脚それぞれの脚を伸縮するこ
とにより高低調整することとなっているが、カメラのように嗜好性の高い機器では問題は
無いが、利便性が優先される家電製品としては、調整が手間取るという問題があった。
【０００６】
　また、特許文献２記載のスタンド型ヘアドライヤーには、電源コードがヘアドライヤー
本体に接続してスタンドとは独立しており、形態上はあくまでも折り畳み機能を持ったド
ライヤースタンドにヘアドライヤーを取り付けた感が否めず、スタンド型ヘアドライヤー
という家電製品としての必然性、存在感に欠け、また、スタンド本体側面の収納溝に電源
コードを捲回収納するとなっているが、収納溝の外周が大きく、狭い事から手間取り、不
使用時の収納にはいいが、日常使いには電源コードが煩雑になってしまうという問題があ
った。
【０００７】
　本発明は上記事情に鑑みて創作されたもので、スタンド型ヘアドライヤーとして、簡便
な高さ調節機能を有し、容易にスタンドからヘアドライヤー部分を着脱できる機能と利便
性を持ち、かつビジュアル的にもスタンドとヘアドライヤーとの一体感があり、家電製品
としての必然性、存在感のあるスタンド型ヘアドライヤーを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　基台と、持ち手部を有し、前記持ち手部の下部にカールコードが設けられたヘアドライ
ヤーと、前記基台の上面に直立して設けられた下部支柱と、中空形状で、前記下部支柱の
上端で勘合し上下摺動可能に設けられ、上端に前記ヘアドライヤーの持ち手部の外形と略
同一の持ち手部収納部が形成された上部支柱と、を有し、前記ヘアドライヤーは、前記カ
ールコードが伸びて前記上部支柱から離して使用でき、使用後は前記カールコードが縮ん
で前記上部支柱に収納してなるものである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の着脱式スタンド型ヘアドライヤーにより、ユーザは片手を機器に取られること
なく、髪を乾かしながら化粧等の作業ができる。また、仕上げの調髪や用途に応じて、上
部支柱からドライヤーを取り外して、通常のハンディヘアドライヤーとしても使用が可能
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である。使用後は、また、スタンドに取り付けられる。その際、ドライヤーの電気コード
は伸縮性のあるカールコードを使用していることで、ヘアドライヤー単体で使用時にはコ
ードが伸びて使いやすく、スタンド型ヘアドライヤーとしての使用時には、コードが絡ま
らずに上部支柱内に収納され、コードが邪魔にならず見た目もすっきりとさせることが可
能である。
　また、当該着脱式スタンド型ヘアドライヤーは、手、腕、肩等に障がいのある方用にユ
ニバーサルデザイン製品としても、活用いただけるものと思う。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】（ａ）本発明の一実施の形態における着脱式スタンド型ヘアドライヤーの側面　
　　　　図である。　　　　　（ｂ）同着脱式スタンド型ヘアドライヤーの正面図である
。　　      （ｃ）同着脱式スタンド型ヘアドライヤーの背面図である。
【図２】（ａ）同着脱式スタンド型ヘアドライヤーのヘアドライヤーとスタンド本体の　
　　　　嵌合載置前の形態を示す正面図である。　　　　　（ｂ）同着脱式スタンド型ヘ
アドライヤーのヘアドライヤーをスタンド本体に　　　　　嵌合載置する際の両者の形状
とサイズ関係を示す側面図と嵌合部分の部分拡大　　　　　図である。
【図３】（ａ）同着脱式スタンド型ヘアドライヤーのヘアドライヤーを上部に取り出し　
　　　　た状態の側面図である。　　　　　（ｂ）同着脱式スタンド型ヘアドライヤーの
ヘアドライヤーを上部に取り出し　　　　　　た状態の部分断面図である。
【図４】同着脱式スタンド型ヘアドライヤーのヘアドライヤー持ち手部が上部支柱に設　
　　　　　けられた凹部(持ち手部収納部)に載置された状態を説明する図である。
【図５】同着脱式スタンド型ヘアドライヤーの上部支柱と下部支柱の嵌合部分を説明す　
　　　　　る図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の一実施の形態を図面に基づいて説明する。ここで、図１（ａ）は本発明
の一実施の形態における着脱式スタンド型ヘアドライヤーの側面図であり、図１（ｂ）は
同着脱式スタンド型ヘアドライヤーの正面図であり、図１（ｃ）は同着脱式スタンド型ヘ
アドライヤーの背面図である。
【００１２】
　また、図２（ａ）は本発明の一実施の形態における着脱式スタンド型ヘアドライヤーの
ヘアドライヤーとスタンド本体の嵌合載置前の形態を示す正面図であり、図２（ｂ）は同
着脱式スタンド型ヘアドライヤーの同ヘアドライヤーをスタンド本体に嵌合載置する際の
両者の形態とサイズ関係を示す側面図と嵌合部分の部分拡大図である。
【００１３】
　本実施形態の着脱式スタンド型ヘアドライヤー１は、基本材料として軽くて丈夫で成形
加工が容易な合成樹脂を使用している。
【００１４】
　本発明の着脱式スタンド型ヘアドライヤー１は、床面などに載置される基台２０をし
ている。
【００１５】
　また、基台２０上には、支柱底面を基台内部から樹脂ナットにより固着された、当該着
脱式スタンド型ヘアドライヤーを支持するための下部支柱４０Ａ、上部支柱４０Ｂがあり
、その上部支柱４０Ｂの上部には凹部(持ち手部収納部)６０が設けられており、ヘアドラ
イヤー７０の持ち手部７０Ｃがその凹部(持ち手部収納部)６０に差し込まれることでヘア
ドライヤー７０が取り付けられている。ヘアドライヤー７０には、内部にモータ、熱源、
ファンを有し、ヘアドライヤー操作部３０の操作によりそのヘアドライヤー７０を駆動さ
せ、空気取入部７０Ａより空気を取り入れ、空気吹出部７０Ｂより温風及び涼風を吹き出
すようになされている
【００１６】
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　次に、ヘアドライヤー７０をスタンド本体１０(基台２０、下部支柱４０Ａ、上部支柱
４０Ｂにより構成される部分)に載置される際の形態について説明する。
【００１７】
　図２（ａ）で示すように凹部(持ち手部収納部)６０の前面上部には、ヘアドライヤー操
作部３０を受け入れるための凹形開口部６０Ｂを設けている。これは、ヘアドライヤー７
０を単体で使用した時に、そのヘアドライヤー操作部３０の扱いやすい位置を確保するた
めと、ヘアドライヤー７０をスタンド本体１０に安定して取り付けられるように、凹部(
持ち手部収納部)６０の深さを確保するためである。また、凹形開口部６０Ｂにヘアドラ
イヤー操作部３０が嵌合することにより、ヘアドライヤー７０の駆動時に、凹部(持ち手
部収納部)６０内でのヘアドライヤー７０の横ぶれを抑える効果がある。
【００１８】
　また、図２（ｂ）拡大図で示すように、ヘアドライヤー７０の持ち手部７０Ｃは、持ち
手上部７０Ｄとの境界部分７０Ｅを境にして、凹部(持ち手部収納部)６０に嵌合載置する
ことから、その凹部(持ち手部収納部)６０の内径より若干細い外径の形状にしており、持
ち手上部７０Ｄは凹部(持ち手部収納部)６０との嵌合部分で外径が同サイズの形状となっ
ている。また、ヘアドライヤー操作部３０も持ち手上部７０Ｄの外径に合わせた形状にな
っており、持ち手部７０Ｃに架かる部分においては、凹部(持ち手部収納部)６０の厚み分
を突起させた形状としている。これによって、ヘアドライヤー７０が上部支柱４０Ｂの凹
部(持ち手部収納部)６０に載置された状態において、その凹部(持ち手部収納部)６０と持
ち手上部７０Ｄとヘアドライヤー操作部３０の表面が凹凸の無いフラットな外面となり、
スタンド本体１０とヘアドライヤー７０が一体化したような外観となる効果がある。
【００１９】
　次に、ヘアドライヤー７０をスタンド本体１０から取り出した状態について説明する。
ここで、図３（ａ）は本発明の一実施の形態における着脱式スタンド型ヘアドライヤーの
ヘアドライヤーを上部に取り出した状態の側面図であり、図３（ｂ）は同着脱式スタンド
型ヘアドライヤーのヘアドライヤーを上部に取り出した状態の部分断面図である。
【００２０】
　図３に示すように、ヘアドライヤー７０とスタンド本体１０を繋ぐ電気コードは、その
ヘアドライヤー７０をスタンド本体１０から取り出してハンディヘアドライヤーとして単
体で使用する場合にも扱いやすいよう、伸縮性のあるカールコード８０を使用している。
尚、そのカールコード８０の外径は上部支柱４０Ｂの内径より小さいサイズのものを使用
し上部支柱４０Ｂ内部において伸縮作用し易いようにしている。
【００２１】
　また、ヘアドライヤー７０をスタンド本体１０から取り出してハンディヘアドライヤー
として単体で使用する際に、凹形開口部６０Ｂの底辺や側面に引き伸ばしたカールコード
８０を引掛けることにより、そのカールコード８０の伸縮作用でコードが支柱内に引き込
まれることが防止され、安定して使用することができる。
【００２２】
　次に、ヘアドライヤー７０をスタンド本体１０に収納した状態について説明する。ここ
で、図４は本発明の一実施の形態における着脱式スタンド型ヘアドライヤーのヘアドライ
ヤーが上部支柱４０Ｂの凹部(持ち手部収納部)６０に載置された状態を説明する図である
。
【００２３】
　図４に示すように、スタンド本体１０の上部支柱４０Ｂの上部に設けられた凹部(持ち
　　手
部収納部)６０がヘアドライヤー７０の持ち手部７０Ｃと凹凸で対になる形状に成形され
ており、同ヘアドライヤー７０とスタンドが一体化するように収納できる。
【００２４】
　また、凹部(持ち手部収納部)６０の上部背面に収納したヘアドライヤー７０を固定する
ためのストッパー６０Ａが設置されている。そのストッパー６０Ａは内部に玉(転動体)と
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バネにより構成されており、ヘアドライヤー７０の持ち手部７０Ｃに設けられた凸部分と
の作用によりヘアドライヤー７０を固定するようになっている。
【００２５】
　また、ヘアドライヤー７０の持ち手部７０Ｃに繋がる電気コードは上部支柱４０Ｂ内の
範囲でカールコード８０を使用しており、これによりコードが絡まらずに支柱内にすっき
りと収納する事が出来る。
【００２６】
　次に、下部支柱４０Ａと上部支柱４０Ｂの嵌合部分について説明する。ここで図５は本
発明の一実施の形態における着脱式スタンド型ヘアドライヤーの上部支柱と下部支柱の嵌
合部分を説明する図である。
【００２７】
　図５の断面図部分で示しているように、下部支柱４０Ａの内部には支柱をスライドさせ
て上下に稼働させるための伸縮バネ９０が仕込まれていて、上部支柱４０Ｂの背面に設け
られた凹凸状の上下伸縮可動域４０Ｃの範囲で、支柱伸縮操作部５０の操作により任意の
高さに調節できる。また、その上部支柱４０Ｂの内部には支柱底面で固定されたカールコ
ード８０が収納されている。
【００２８】
　また、基台２０に配したコンセント接続用電気コード１００は、その基台２０の内部に
上下伸縮可動域４０Ｃに相当する長さの余裕を持たせた上で、下部支柱４０Ａの内部を通
り、嵌合している上部支柱４０Ｂの内部底面で前記カールコード８０と接続している。
【００２９】
　上記構成に基づき、スタンド型ヘアドライヤーとして、簡便な高さ調節機能を有し、容
易にスタンドからヘアドライヤー部分を着脱できる機能と利便性を持ち、かつビジュアル
的にもスタンドとヘアドライヤーとの一体感があり、家電製品としての必然性、存在感の
あるスタンド型ヘアドライヤーを具現化する効果がある。
【符号の説明】
【００３０】
　1　　着脱式スタンド型ヘアドライヤー
１０　　スタンド本体
２０　  基台
３０　　ヘアドライヤー操作部
４０Ａ　下部支柱
４０Ｂ　上部支柱
４０Ｃ　上下伸縮可動域
５０　　支柱伸縮操作部
６０　　凹部(持ち手部収納部)
６０Ａ　ストッパー
６０Ｂ　凹形開口部
７０　　ヘアドライヤー
７０Ａ　空気取入部
７０Ｂ　空気吹出部
７０Ｃ　持ち手部
７０Ｄ　持ち手上部
７０Ｅ　持ち手上部と持ち手部との境界部分
８０    カールコード
９０　　支柱伸縮用バネ
１００  コンセント接続用電気コード
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【図１】 【図２】
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【図５】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年8月10日(2017.8.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　　　基台と、
　　　　持ち手部を有し、前記持ち手部の下部にカールコードが設けられたヘアドライヤ
ーと、
　　　　前記基台の上面に直立して設けられた下部支柱と、
　　　　中空形状で、前記下部支柱の上端で勘合し上下摺動可能に設けられ、上端に前記
ヘアドライヤーの持ち手部の外形と略同一の持ち手部収納部が形成された上部支柱と、を
有し、
　　　　前記持ち手部にはヘアドライヤー操作部が設けられ、前記持ち手部収納部には凹
形開口部が設けられ、
　　　　前記持ち手部が前記持ち手部収納部に収納されたとき、前記ヘアドライヤー操作
部が前記凹形開口部に嵌合し、前記ヘアドライヤー操作部と前記持ち手部収納部との表面
が凹凸のないフラットな外面となるとともに、前記ヘアドライヤーは、前記カールコード
が伸びて前記上部支柱から離して使用でき、使用後は前期カールコードが縮んで前期上部
支柱に収納されることを特徴とする着脱式スタンド型ヘアドライヤー。
　　　　
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　　基台と、持ち手部を有し、前記持ち手部の下部にカールコードが設けられたヘアドラ
イヤーと、前記基台の上面に直立して設けられた下部支柱と、中空形状で、前記下部支柱
の上端で勘合し上下摺動可能に設けられ、上端に前記ヘアドライヤーの持ち手部の外形と
略同一の持ち手部収納部が形成された上部支柱と、を有し、前記持ち手部にはヘアドライ
ヤー操作部が設けられ、前記持ち手部収納部には凹形開口部が設けられ、前記持ち手部が
前記持ち手部収納部に収納されたとき、前記ヘアドライヤー操作部が前記凹形開口部に嵌
合し、前記ヘアドライヤー操作部と前記持ち手部収納部との表面が凹凸のないフラットな
外面となるとともに、前記ヘアドライヤーは、前記カールコードが伸びて前記上部支柱か
ら離して使用でき、使用後は前記カールコードが縮んで前記上部支柱に収納してなるもの
である。
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